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平成22年度事業報告書

Ⅰ.重点課題の絵括

1.中京区社会福祉協議会　r行動発展計画｣の推進
【成果】 ｢中京区地域福祉活動計画<第二次プラン>｣の推進3年目となった今年度
は､情報提供活動の促進の取り組みとして情報発信機能の強化や活動の担い
手づくりの取り組みを重点的に推進しました｡
とりわけ､区社協のホームページについては数年来改善ができておりませ
んでしたが､住民の皆様に本会や学区社協の活動や情報をタイムリーかつ分
かりやすく知っていただくための機能を追加する等､日常的に情報発信がで
きるように改修しました｡

【課題】 ｢行動発展計画｣に記載されている実施計画は､残り2年間で達成可能な

もの､着手のみに終わりそうなもの､変更を余儀なくされたもの等が混在し

てきています｡

今後は､現在京都市社協が策定を進めている｢京都市の社協行動指針｣と

も連動しながら､第3期の計画づくりに向けて整理していく必要があります｡

2.学区社会福祉協執会の活動推進

【成果】これまでの学区社協活動への助成要綱では､学区の活動実績に応じた厳密

な助成額を交付することができませんでしたが､活動に見合った適正かつ実

績に近い助成金を交付できるよう､助成要綱や細則､助成金算定表を改正し

ました｡

また､学区社協間の活動交流やリーダー層の研鍔を目的とした研修を実施

する等､住民主体の地域福祉活動を活性化していくための取り組みを推進で

きました｡

【課題】 ｢中京区地域福祉活動計画<第二次プラン>｣のなかで､学区社協に策定い

ただく予定であった｢実施計画｣については､十分な展開に至らないまま3

年間のモデル期間を終了しました.今後は作業手法の改善も踏まえながら､

各々の学区社協が自らの福祉課題を再確認できる機会の創出や､課題解決に

向けた取り組みの方針策定などができる取り組みの充実を図っていく必要が

あります｡

3.個別相談援助事業の強化

【成果】地域福祉権利擁護事業においては､学区社協の広報協力等により新規1 1
名の生活支援員に登録(合計33名)をいただくことができ､ 1 0件の新規

契約(合計35件)につながりました｡また､各関係機関にも事業内容が浸
透してきたことや､ケースを通じた連携をふま克て､待機ケースへの円滑な
対応が実現してきています｡

【課題】地域の中で生きづらさを抱えて生活されている方々への理解を深めていく
ため､学区域で地域福祉権利擁護事業等の学習会を開催するなどし､役員や
リーダー層のみならず､より多くの住民で支援の輪を築けるような取り組み
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を推進することが求められています｡

4.中京区災害ボランティアセンターの環境整備

【成果】全国的に災害時への対応強化が求められるなか､事務レベルではあります

が､中京区役所と連携を図りながら区内にある花園大学と災害時における連

携の在り方について､三者による協議を開始することができました｡

また､学区社協のリーダー交流研修として､災害時の要配慮者に関する研

修を開催することができました｡

【課題】中京区役所との覚書にもとっく中京区災害ボランティアセンターの異体的

な運営手法や協力体制の構築については､十分な進展が図れませんでした｡

引き続き運営マニュアル(仮称)の充実･完成や､基盤整備を強化していく

ことが求められています｡

5.共同募金運動の増強と配分金使途の透明性確保に関する取り組み

【成果】地域福祉活動の広がりや地域ニーズの多様化等にも対応できる｢地域福祉

推進モデル事業助成｣を新規に実施し､審査委員会の充実と合わせて共同募

金の趣旨を生かした事業展開を因ることができました｡

【課題】共同募金はもとより､賛助会員の募集を含めた自主財源の低減が続くなか､

引き続き透明性の確保を行いつつ､住民から応援してもらえるような事業展

開を図っていくとともに､広報を充実させていくことも重要になってきてい

ます｡

Ⅱ.事業の稔括
1.法人運営

(1)法人運営に関する諸会誰の運営

①正副会長会津の開催

開催日.会場 �>�vR�

第1回 ��霾亥ｩyﾘ馼橙餠ﾘｶ8醜檍,ﾉ?ｩ/h,�,(*(,B�

平成22年4月1日(人) �"�7ｸ8�986X4(4�5ｨ985��ｸ戊�ﾘ効醜檍,ﾈ､ｨﾜ8,�,(*(,B�

中京区地域福祉センター ��hﾜﾉw�Jﾙ}���

第2bT ��隰H馼ｬHﾛ蟹�c(��yﾘ馼橙��c���-兌ﾘｶ8醜檍,�,(*(,B�

平成22年5月13日(木) 茶���9/hｶ8粂,�,(*(,B�

中京区地域福祉センター 茶"亰�馼橙餠ﾘｶ8醜檍,ﾈｶ9+r雜8駟�)洩ﾉ�ﾈ,�,(*(,B�
2.第1回学区祉協会長会議のEl程について 

3,学区杜協リーダー交流研修会の企画について 

4.｢中京区地域福祉活動計画｣推進協議会の日程について 

5,各委員会の委員ならびに生活福祉資金調査委員会委 

員について 

6.平成22年度地域福祉推進モデル事業助成について 

7.小.中学校における福祉教育推進事業について 

8.介護用車いす貸し糾し事業について 

9.区社協職員の事務分掌について 

第3凶 ��韃顋X檠N�,ﾉ^X��8ｻX,�,(*(,B雲�ﾙ���

平成22年6月9日(水) �"��c����ｸｧxｾh��ｺh檠+x檍ｶ8,ﾉ>�vX,�,(*(,B�



中京区地域福祉センター �2�)(hｹ霎i&闔iY�8ｨ�:霽h柬9�I�仄hｶ8檍,ﾉ>�vX,�,(*(,B�
4.杜協.民協合同研修会の日程と企画について 

5.広報紙｢べんがらごうし｣の発行について 

6.事務機器(パソコン､プリンター)のリース契約について 

第4回 ��饉ﾙ�ﾃ#9D�7�,�-�*�+ﾘｹ�78�2ﾘ,ﾉuﾈ蟀wieﾘ,�,(*(,B�

平成22年7月1日(木) �"饉ﾙ�ﾃ#)D�7�(ﾕﾉ�ﾉ┼:ﾙ�Y�)Uﾈ�*:)�8��ｺh檠+yUﾂ�

中京区地域福祉センター 傴*8,ﾈﾏ9^(�)�I�X,�,(*(,B�
3,地域福祉推進モデル事業助成(財淑:共同募金)の 

申請状況について 

4.中京区地域福祉センター利用規程の改正について 

5.事務機器(パソコン､プリンター)のリース契約について 

6.思春期の子どもと向き合うセミナーの開催について 

第5回 ��騫ﾘ馼檍,ﾉ?ｩ/h,�,(*(,B�

平成22年8月26日(′木) �"陞靜ﾈ7ｸ8�986X4(4�wｹ�ﾈﾗXﾜ�,ﾈ､ｨﾜ8,�,(*(,B�

中京区地域福祉センター �2霎h��ｺh7ｨ�ｸ8�7��ｸ5x,ﾈ8ｨ6ｨ8X�ｸ4�8ｸ,�,(*(,B�
4.共募助成審査委員会(7月26日)の結果について 

5.学区社脇リーダー交流研修会(神戸市)について 

6.敬老会日程について 

7.地域福祉権利擁護事業の生活支援員募集について 

第6回 ����c8��yﾘ馼橙��c(��Uﾘｶ8醜檍,�,(*(,B�

平成22年9月27日(月) 茶�冉ﾙ/hｶ8粂,�,(*(,B�

中京区地域福祉センター 茶"亳9+r雜8駟�)洩ﾉ�ﾈ,�,(*(,B�
2.｢中央明るい社会づくり運動の会｣からの寄付金括 

用について 

3.手話講座の開催について 

4.｢一二l京区福祉のまちづくりを考える区民集会について 

5.社協.民協令同研修会の内容について 

6.地域福祉推進モデル事業助成の2次募集について 
7.市.区社協共同広報紙の発行について 

第7回 ��隗xｾh��ｺh檠+x檍ｶ8,ﾉ?ｩ/i+)��,�,(*(,B�

平成22年10月28日(木) �"陋ｩKﾈｯｨ,ﾈ皦,磯hｼiuﾉ.�,�.x-�,�?ｩ/h,�,(*(,B�

中京区地域福祉センター �2�)&闔iY�8ﾊ�y益佩ﾈ馼ｼj8��&�+(ﾛｃ佇���?｢�,ﾂ�

結果について 

4.｢中央明るい社会づくり運動の会｣寄付愈贈与:_式について 

5.平成22年度｢障害者週間｣街頭キャンペーンの 

実施について 

第8回 ��隗xｾh��ｺh檠+x檍ｶ8,ﾈｶ8粂,�,(*(,B�

平成22年12月2日(木) �"靄(ﾔ�+x+�.(*乂xｸ倬hｼj(櫁ﾎﾉuﾉf位H�8檄8,ﾉ?ｩ/h,b�

中京区地域福祉センター �罟柯,�,(*(,B�
3.点字講座.要約筆記講座の開催について 

4.社協.民協合同研修会の開催について 

5.｢中央明るい社会づくり運動の会｣からの寄付金受 

納について 

第9回 ��霎h7ｸ8�5ｨ98戊�8効醜檍,ﾈｶ9��,�,(*(,B�

平成22年12月20日(刀) �"韋8ｺb霄I^Xﾘy:�H�8檍,ﾉ>�vX,�,(*(,B�

中京区地域福祉センター �2雹�78�8轌;�ｬHﾛｃ�ﾈ�#dS��,�,(*(,B�

第10回 ��霄I:�Xｾ��9Gｨｾ���ﾉ�(ﾛ��X檍,ﾉ>�vX,�,(*(,B�

平成23年1月18日(火) �"��c8��ｧxｾh��ｺh檠+x檍ｶ8,ﾉ?ｩ/h,�,(*(,B�
ll:I京区地域福祉センター �2ﾉ�cH��yﾘ馼橙��c8�)Uﾘｶ8醜檍,ﾉ?ｩ/h,�,(*(,B�

第11回 ����c8��ｧxｾi6ﾘｺh檠+x檍ｶ2�2����,ﾉ>�vX,�,(*(,B�

平成23年2月22日(火) �"霄I:�Xｾ��9Gｨｾ���ﾉ�(ﾛ��X檍,ﾈﾈｸ惠,�,(*(,B�
lfT京区地域福祉センター �2雹�78�8轌;�ｬHﾛｃ�ﾈ�#i?｢�,ﾉ_�ﾙ�¥�-�,弌ﾉ��>�vR�

について 



第12回 ��隰H馼ｬHﾛ蟹�cH��yﾘ馼橙��c8��Uﾘｶ8醜檍,�,(*(,B�

平成23年3月16日(水) 茶���9/hｶ8粂,�,(*(,B�

中京区地域福祉センター 茶"凉ﾘ馼橙餠ﾘｶ8醜檍,ﾈｶ9+r雜8駟�)洩ﾉ�ﾈ,�,(*(,B�

(3)閉会挨拶について 

開催日.会場 �>�vR�

第i回 白雹�78�9(hｹ霎h��ｺhﾍｩn(,ﾈ�9Dh,�,(*(,B�

平成22年4月1日(木) �"雹�78�9(hｹ霎h��ｺh��馼,ﾈ�9Dh,�,(*(,B�

中京区地域福祉センター �2雹�78�9(hｹ霎h��ｺh檠+x,ﾉ�僖8,�,(*(,B�
4.京都市中京区社協副会長の選任について 

第2回 ��隴hﾅxｴ�ｭb�&9�ﾉ9�,ﾉ�ﾈ馼甑:粳�9Uﾈ�)¥��,僵ｨ*B�

平成22年5月28日(愈) 儷ﾘｶ8醜,ﾈ�9Dh,�,(*(,B�

中京区役所4階第2会議室 �"饉ﾙ�ﾃ#�D�7磯hｼi_�ﾙ������兔�-�,兌ﾙ�ﾃ#�D��

度資金収支計算書.事業活動収支計算書.貸借対照 
秦.財産目録(莱)の承認について 

※監査報告 
3.職員給与規程の改lLについて 

4.育児休業及び育児短時間勤務に関する規程の攻止 

について 

第3回 ��饉ﾙ�ﾃ#)D�7�ｩLｨ檍ﾇh��ｾ��迚�bﾒﾒﾒﾘ鴿^)�9uﾈ螽,ﾂ�

平成22年10月21日(木) 傴9Dh,�,(*(,B�

京都社会福祉会館第1会議室 �"雹�78�9(i�仞h��ｺh��馼,ﾈ�9Dh,�,(*(,B�

第4回 ��饉ﾙ�ﾃ#)D�7磯�ｾ��迚�i?�鴿^)�9uﾈ蠅����,ﾈ�2�

平成23年3月24日(木) 僖h,�,(*(,B�
lい京区役所4階第2会議賓 �"饉ﾙ�ﾃ#9D�7磯hｼhﾇh枌韜�ｾ��迚uﾈ蠅悦著,�,"�

いて 

3.副会長の選任について 

4.関係団体の役員改選に伴う評議員の承継について 

【報告事項】 
1.平成22年度京都市社会福祉法人等指導監査の実施 

結果について 

2.東北地方太平洋沖地番の被災者に対する支援につ 
いて 

③評議且会の開催
開催日.会場 �>�vR�

第1回 ��隴hﾅxｴ�ｭb�&9�ﾉ9�,ﾉ�ﾈ馼甑:粳�9Uﾈ�)¥��,僵ｨ*B�

平成22年5月28日(金) 儷ﾘｶ8醜,ﾈ��D9_�ﾙ�,�,(*(,B�

中京区役所4階第1会議室 �"隴hﾅxｴ�ｭh,ﾉ�ﾈ馼甑:�,僵ｨ*Iyﾘ馼,ﾉ�僖8,�,(*(,B�
3.平成21年度事業報告書(秦)並びに平成21年 

度資金収支計算書.事業活動収支計算書.貸借対照 
衣.財産目録(秦)の承認について 

※監香報告 

第2回 ��饉ﾙ�ﾃ#)D�7�ｩLｨ檍ﾇh��ｾ��迚�h耳鴿^)�8耳v�螽,ﾂ�

平成22年10月21日(木) 傴9Dh,�,(*(,B�

京都社会福祉会館第1会議室 �"雹�78�9(hｹ霎i6ﾘｺh��馼,ﾈ�9Dh,�,(*(,B�

第3回 ��饉ﾙ�ﾃ#)D�7磯�ｾ��迚�i?�鴿^)�9uﾈ蠅����,ﾈ�2�

平成23年3月24日(水) �$�,�,(*(,B�

中京区役所4階第1会議室 �"饉ﾙ�ﾃ#9D�7磯hｼhﾇh枌韜�ｾ��迚uﾈ蠅����,�,"�
いて 

3.関係団体の役員改選に伴う理事の選任について 



【報告事項】 
1.副会長の交代について 

2.平成22年度京都市社会福祉法人等指導監査の実施 

結果について 

3.東北地方太平洋沖地震の被災者に対する支援につ 

いて 

開催日.会場 �>�vR�

第1回 ��饉ﾙ�ﾃ#�D�7磯hｼh戊�2霹�ﾘ�ﾗ8,佛x.豫Hﾛ��

平成22年5月17日(月) �"饉ﾙ�ﾃ#)D�7��c'$Su�yﾘ馼橙��c���Uﾘｶ8醜檍,ﾈ�2�

中京区地域福祉センター �/hｶ8粂,�,(*(,B�

第2回 ��饉ﾙ�ﾃ#)D�7��i?�鴿^%Db騏ﾈ蠅����,�,(*(,B�

平成23年3月14日(月) �"饉ﾙ�ﾃ#9D�7磯hｼhﾇh枌韜�ｾ��迚uﾈ蠅����,�,"�

中京区地域福祉センター �*(,B�
3.平成22年度第4回理事会.第3回評議員会の上 

程議案について 

(2)事業の企画･充実に関する諸会議の開催

①部会･重点会の開催

ア) ｢区ボランティアセンター運営重点会｣の開催

日程 偃X,宛9���

第1回 唸齪ﾌ���櫁�ﾈ効什+y�偬��

平成22年5月7日(徳) 唸ｾh7ｸ8�986X4(4�5ｨ985��ｳ#�D�7磯hｼi_�ﾙ�,�,(*(,B�
･区ボランティアセンター22年度事業計画及び予算 

について 
･介護用車いす貸出事業について 

･地域における福祉教育.ボランティア所動推進事業 

小中学校における福祉教育推進事業について 

第2桓J 售#)D�7��9Kﾈｯｨ馼ｼi_�ﾙ��

平成22年12月28lJ(火) 唸揵(hｧxﾕｨ,�*�*�.兀�8ｻ8孜�I�倬hｼi�X.云H.姐�-�鶯�

年度の取り組みについて 
･平成23年度中京区ボランティアセンター事業計画 

(莱)について 

Q)学生ボランティア活動の実態調査について 

(診福祉体験メニューづくりのための作業委員会に 

ついて 

イ)第Iu:期　r中京区地域福祉活動計画｣推進協議会の開催

開催日.会場 �>�vR�

<第Ⅲ期通算:第6回> ��饑�ﾙ��

平成22年6月28日(月) 茶���iD8効醜,ﾈ��櫁,�,(*(,B�

中京区地域福祉センター �"雜9���

(1)中京区福祉総合マップの更新について 

(推進委員会より) 

(2)平成21年度区民集会の報告について 

(3)平成22年度のスケジュールについて 

(4)中京区社協｢行動発展計画｣の進捗と平成22年 

度の取組について 

(5)平成22年度区民集会の開催時期および企画内容 
について 



ウ)共同募金受配金助成蕃杢委員会の開催
開催日.会場 �>�vR�

平成22年7月26El(月) ��闌�Y+r餾ｸ効什+x,ﾉ�偬��

中京区地域福祉センター �"�)[ﾙ�ﾃ#)D�7�&闔iY�9�I��8(6h8ｸ馼ｼh��ﾊ9�ﾉ��b�
業の審査について 

平成22年10月7日(木) 兌ﾙ�ﾃ#)D�7�&闔iY�9�I��8(6h8ｸ馼ｼh��ﾃﾃ(鴿^X���

中泉区地域福祉センター ��ﾉ��hｼh,ﾉ�(ﾛ�,�,(*(,B�

平成23年2月4日(金) ��饉ﾙ�ﾃ#)D�7烏ｩZｨｾ�閏ﾙ�ﾃ#9D�7壱xﾗ9Z｢�,ﾈ諍7(,��

中京区地域福祉センター �,(*(,B�

(丑近年の配分金額と使途内訳について 

(塾祉協直接執行分の事業について 

(診福祉団体事業.福祉活動助成について 
2.配分事業の透明件.公平件確保について 

エ)生活福祉資金調査委員会の開催

開催日･会場 内　　　　　　　容

平成22年9月1日(水)

中京区地域福祉センター

1.申請案件の審議(住宅改修:申請金額250万円)

2.その他

(3)会見増強･財源確保

①法人会点の増強
新規の会員加入はありませんでした｡

②賛助会長制度の推進･強化
区や学区の地域福祉事業を発展させるための財源を確保するため､平成22年

1月から5月にかけて､賛助会員を募集しました｡

平成22年度の実績額は1 0, 927, 250円となり､･各学区社協の活動費

(約76%)や､区社協の事業･運営費(約24%)等に活用させていただきま

した｡

③共同募金運動への推進協力

中京区共同募金会運営委員会(平成22年9月3日､平成23年2月15日)

にオブザーバー参加し､要請に応じて適宜受配金の執行状況について報告すると

ともに､ 10月1日の街頭募金活動にも参加し運動の推進協力をはかりました0

2.研♯･啓発･表彰

(1)役且等に対する研修

①関係機関. EZ]体等との合同研#会の開催

ア)学区社協･民生児童重点会等合同研修会の開催(子育て支援研修会と合同)

◆開催日　　平成23年3月2日(水)午後2時-.4時

◆会　場　　京都アスニー　4階ホール

◆内　容　　児童虐待の予防･早期発見･早期対応を地域に広める講演会

【テーマ】子どもの虐待未然防止に向けて
～地域でできる子育て支援～

【講　師】土谷長子さん(京都光華女子大学短期大学部准教授)

◆参加者数　185名
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イ)学区社協･共同募金会合同研修会の開催

◆開催日　　平成23年2月21日(月)午後1時30分～3時

◆会　場　　中京区総合庁舎4階　第1会議室

◆内　容　　【講　演】今求められる心のふれあい
～ねむらぬダイヤル　京都いのろの電話～

【講　師】平田異貴子さん(京都いのろの電話事務局長)

◆参加者数　49名

り)子育て支援研修会の開催

学区社協･民生児童委員会等の合同研修会と協働して開催しました｡ (内容は
前述)

②会見団体向け研修会の開催
学区社協･民生児童委員会等合同研修会の開催

③市社協との共催による研修会の開催

ア)平成22年度地域福祉推進セミナー(市区社協役且研修)

◆開催日　平成22年7月2日(金)午後2時30分-4時10分

◆会　場　ひと･まら交流館京都　大会議室

◆内　容　【テーマ】地域の福祉力を高める新しい風

住民と学生が協働する大学のまら京都の取り組み

【講　師】岡崎祐司さん(悌教大学教授)

【活動報告】東山区今熊野･一橋･日輪学区京都女子大との｢買物支援｣

両区東和学区京都中央看護専門学校との｢健康すこやか学級｣

伏見区砂川学区龍谷短期大学との｢多世代交流｣

◆参加者数　中京区内から22名の参加

イ)平成22年度地域福祉リーダー養成講座

◆開催日　平成22年1 1月18田～12月7日(計4回)午後2時～4時

◆会　場　ひとまら交流館京都　4･5会議室

◆内　容(彰11月18Ej　誰もが安心できる地域つくりに向けて

②11月22田　子育て世帯に対する支援の展開

③12月2日　　高齢者の暮らしの困りごとと生活支援

④12月7日　　災害時の避難所における要配慮者への支援

◆参加者数　中京区内か＼ら4名の参加

(2)区民への啓発

① ｢中京区福祉のまちづくりを考える区民集会｣の開催

◆開催日　　平成22年1 1月22日(月)

◆会　場　　ハートピア京都　3階大会議室

◆内　容　【基調報告】地域福祉と学生の協働′-そこから生まれる可能性.-

<報告者>川島ゆり子さん(花園大学専任講師)

【事例発表】 ①福祉施設と学生ボランティアグループの協働

②京都御池中学校｢御池ボランティアセンター事業｣

【トークセッション】意見交換･質疑応答

◆参加者数　81名
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(3)表彰･推薦

①市長表彰への推薦

該当者なし

②市社協会長表彰への推薦

◇地域福祉活動表彰(社会福祉協議会) : 2学区

◇社会福祉事業特別功労者表彰(社会福祉協議会役員) 2名
目　　　　　　　　(民生委員･児童委員) 4名

目　　　　　　　　(老人福祉員) 3名

◇社会福祉事業奉仕活動表彰(ボランティア個人) 3名

3.学区社会福祉協議会活動の推進
(1)学区社協間の連絡調整

①学区社会福祉協議会会長会議の開催

開催日.会場 �>�vR�

第1回 ��韃顋X檠N�X�,ﾈ����_�ﾙ�,�,(*(,B�

平成22年6月15日(火) �"饉ﾙ�ﾃ#)D�7逢xｾh��ｺbﾘ,ﾈｦX顗��ﾈ,�,(*(,B�

中泉区地域福祉センター �2隗xｾh��ｺh8ｨ�ｸ5��ｸﾏ�zﾈﾊH�8檍,�,(*(,B�
4.地域福祉推進セミナー(市区杜協役員研修)につ 

いて 

5.学区社協に関連する事業予定について 

6.その他 

第2回 ��饉ﾙ�ﾃ#9D�7亥顋X檍什^X�,ﾈ源xｨ,�,(*(,B�

平成22年12月9日(木) �"靄(ﾔ�+x+�.(*乂xｸ倬hｼj(櫁ﾎﾉuﾉf位H�8檄8,�,(*"�

中京区地域福祉センター �,B�
3.中京区社協ホームページの改善について 

4.報告事項､その他 

第3回 ��饉ﾙ�ﾃ#9D�7逢xｾh��ｺbﾘ,ﾈ��ﾈ,�,(*(,B�

平成23年3月10口(木) 茶�乂xｾh��檠Y�8ｺhｶ8檍ｨ�:顋Y�ﾂ�
lい京区地域福祉センター 茶"冽iGｩ{i�)��,���+x.偖ｩ�駢�懆ﾝ�ﾇ雲�ｮﾙ�ﾙ'YX�ｷ��

事業<新規> 

(3)小地域における子育て支援活動モデル助成 
2.■い京区杜協の理事候補者の選Ltjについて 

3.中京区杜協ホームページの改善について 

4.報告事項､その他 

(2)学区社協の人材育成

①学区社協リーダー交流研修会の開催【新規】
要援護者に対する支援活動の充実に向けて｢防災･減災｣をキーワードに研鍔

を行い各種福祉情報の収集を行うこと､各学区社協の役員やJJ-ダー層が一堂に

集い互いの活動の情報交換を図ることを目的に､関連施設の視察研修(神戸市)

を行いました｡

◆開催日　　平成22年9月9日(木)

◆行き先･内容

◇ ｢人と防災未来センター｣

(語り部ボランティアの講話､防災･減災に関する体験など)

◇ ｢しあわせの村｣

(福祉機器､モデル住宅コーナーの見学･体験など)
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◇車中にて｢豪雨災害の被災者支援｣に関するD>Dを視聴

◆参加者数　65名

(3)学区社協活動への支援

①学区社協の日常的な活動や基盤強化等に関する支援
各学区社協が発行する各種広報物を集約し､ ｢情報定期便｣として学区社協会長

に配布しました｡ (毎月1回)

②学区域における｢地域福祉活動計画(実施計画) ｣の策定.推進に関する支撲

今年度､新規に計画を策定された学区はありませんでしたが､計画の推進に関

する学区社協の会議や住民懇談会等に参加し､助言等を行いました｡

③きっずばあく　くフリースペース型子育てサロン事業)実施学区への支援と開拓

◆実施学区一覧

名称 丶ｨ跖鳧ｯ｢�開催日 ��ｨ��

in書有 兌ﾙ�ﾃ�YD��(ﾈ��第3火曜田 儻液ﾈ齪��檍ｭ��

in初菖 兌ﾙ�ﾃ�YD���ﾈ��第4水曜田 傀��(齪����ﾘx檍�尨5H8ﾘ92�

in明倫 兌ﾙ�ﾃ�YD纔ﾈ��第3火曜日 侏9k驂�9'H���

in日彰 兌ﾙ�ﾃ�iD纔ﾈ��第1金曜日 俘(ﾋ顫ﾈｧxﾕｨ8�986�8ｸ�ｸ8��

in生祥 兌ﾙ�ﾃ�iD�(ﾈ��第2木曜田 侏9�h�v9'H���

in壬生(朱三学区) 兌ﾙ�ﾃ�iD紿ﾈ��第1月曜日 傴ﾈﾋI(hｧxﾕｨ5(7�8X6ｨ6X4(8ｸ�ｸ8��

in綱紀 兌ﾙ�ﾃ�yD紿ﾈ��第2金曜日 �;ｩ�x檍ｭ��

in梅屋 兌ﾙ�ﾃ�yD緝ﾈ��第1土曜日 仍�*�/�+X/�+�,x.�ｭ��

in朱= 兌ﾙ�ﾃ�yD緝ﾈ��第3水曜日 偃�?�抦ｧxﾕｩ�ﾙmｩ4�7ｨ�ｸ8ｲ�

in朱ハ 兌ﾙ�ﾃ�吋�8ﾈ��第2金曜日 偃�6顫ﾈｧxﾕｨ-8.ｨ*�*(5H8ﾘ92�

in龍池 兌ﾙ�ﾃ�僖�8ﾈ��第4火曜日 俛�ﾝｸ7ﾘ984ｸ7�8X�ｸ5x4�8��

in朱六 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ��第2水曜日 偃倚x5H8ﾘ92�

in朱七 兌ﾙ�ﾃ#�D���ﾈ��第1水曜日 偃俯X齪��檍ｭ��

in朱五 兌ﾙ�ﾃ#�D紿ﾈ��第2月曜田 偃佻ﾈ齪��檍ｭ��

in城巽 兌ﾙ�ﾃ#)D纔ﾈ��第2水曜日 ���$h齪��檍ｭ��

◆参加したこどもの数

サロン名 滴ﾈ��5月 塗ﾈ��7月 嶋ﾈ��9月 ���ﾈ��11月 ��(ﾈ��1月 �(ﾈ��3月 佗b�

Ⅰn富有 ���1 �"�2 �2�3 �2�4 途�1 �"�3 �3"�

Ⅰn初音 �"�3 ���2 途�6 唐�5 釘�7 迭�6 鉄b�

Ⅰn明倫 途�12 ��"�/ ����18 免ﾂ�15 唐�16 免ﾂ�5 ��3B�

Ⅰn田彰 澱�1 釘�4 梯�6 �2�3 釘�/ �"�4 �3r�

Ⅰn生祥 �"�1 �2�5 ���7 唐�3 �2�2 �"�3 �3��

Ⅰn壬生 ���3 迭�3 途�6 釘�4 迭�2 �"�3 鼎B�

Ⅰn綱紀 釘�4 釘�4 梯�4 �2�4 迭�/ 梯�5 �3r�

Ⅰn梅屋 唐�8 �#��10 ��b�10 ����7 �#2�2 澱�7 ��CB�

Ⅰn朱二 免ﾂ�8 ��r�23 ����14 ��"�15 ����ll ��B�13 ��cb�

Ⅰn朱ハ ��R�5 湯�7 梯�12 唐�8 唐�8 梯�5 塔R�

Ⅰn龍池 ���20 湯�22 免ﾂ�18 �3B�17 梯�10 ��2�14 ��c��

Ⅰn朱六 澱�6 釘�5 途�2 釘�2 迭�6 釘�6 鉄r�

Ⅰn朱七 �"�2 �"�0 梯�3 迭�3 ���2 �"�1 �#2�

Ⅰn朱五 途�ll 唐�14 梯�15 ��2�9 湯�10 ����12 �����

Ⅰn城巽 梯�/ 梯�/ 梯�13 ��2�13 途�6 迭�7 都B�



④要援護住民の情報把握にかかる町内別エリアマップの提供

学区社協が行う要配慮壱支援活動への一助として､昨年度より各学区の町別毎

の地園を申請に基づき提供していますが､今年度の申請はありませんでした.

◆提供実績: 13学区　延べ590校(平成21年度より)

⑤学区社協と当事者組織･福祉施設等との連携促進

本能地域包括支援センター､生活支援センター姉小路等との連携･協働により､

城巽学区社協･三条商店街において｢認知症サポーター養成講座｣の開催協力お

よび講座の運営を行いました｡

⑥学区社協台帳の車傭【新規】
学区社協が行う地域福祉活動を継続的かつ組織的に支援できるよう､京都市社

協が作成した様式に沿って､学区社協の基礎情報等の把握と管理に努めました｡

(4)健康すこやか学級事業の推進

①健康すこやか学級事業実施学区への支援と開拓

<実施状況>

学区名 僖隴H��邵���B�年間利用者数 僖隴H7ｸ8�986X4(4��B�

梅屋学区社会福祉協議会 田��2,220 �3s"�

竹間学区社会福祉協議会 ��#��1,980 田�R�

富有学区社会福祉協議会 鉄b�886 �#���

教業学区社会福祉協議会 ��"�194 ��32�

城巽学区社会福祉協議会 ��"�531 ��

龍池学区社会福祉協議会 �3"�524 ��#b�

初音学区社会福祉協議会 �#R�332 �����

柳池学区社会福祉協議会 �3"�942 �#SB�

嗣舵学区社会福祉協議会 ����317 田"�

乾学区社会福祉協議会 �#"�439 �#C2�

本能学区社会福祉協議会 免ﾂ�209 ���2�

明倫学区社会福祉協議会 ��"�310 ���"�

日彰学区社会福祉協議会 ��"�131 �����

生祥学区社会福祉協議会 �#��729 ���2�

朱-学区社会福祉協議会 鼎��1,044 �33R�

朱二学区社会福祉協議会 ��"�282 �3�r�

朱≡学区社会福祉協議会 ��"�222 �����

朱四学区社会福祉協議会 �#��299 �#�b�

朱五学区社会福祉協議会 ��"�341 �����

朱六学区社会福祉協議会 ��"�362 �3#R�

朱七学区社会福祉協議会 ����296 �#モ�

朱ハ学区社会福祉協議会 ��"�443 田2�

②介護予防に関する研修会(高齢者｢転倒予防体操｣講習会)の開催

介護予防に関する知識の普及と軽易な運動メニューの強化等をEj的に､高齢者
｢転倒予防体操｣講習会を開催しましたo

◆開催日　　平成23年1月24田(月) 10時′-12時
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◆会　場　　ハートピア京都　3階大会議室

◆内　容　【講義】転倒はなぜ起こるのか?～アタマも大事､カラタも大事～

【実技】アタマとカラ夕を同時に刺激!
･｢楽しくできるエクササイズ｣
"Step+ (ステッププラス)"

･ ｢座ってできるエクササイズ｣
"Step+Seat (ステッププラス･シート)"

<講師>ココカラボ(京都大学大学院医学系研究科のグループ)

◆参加者数　49名

(5)活動に対する助成事業の実施

これまでの助成要綱では､学区の活動実績に応じた厳密な助成額を交付するこ

とができませんでしたが､活動に見合った適正かつ実績に近い助成金を交付でき

るよう､助成要綱や細則､助成金算定表を改正しました｡

また要綱改正による大幅な助成額の増減を避けるため､助成額増減の最大値は

前年度の助成総額から+-1 0%までとする経過措置を行いました｡ (経過措置

による助成増額は106, 369円)

(D学区社協活動　基本助成の実施(財源:賛助会費)

本年度の学区賛助会費の350/.の額､および前年度賛助会費総額の1 5%を共

同募金の学区徴収率で割り戻した額を､学区社協の基盤強化や組織運営･事業運

営等の基本的な活動･事業を円滑に推進するための助成として実施しました｡

◇23学区　総額:5. 504, 634円

②学区社協活動　総合推進助成の実施(財源:賛助会費)

前年度の賛助会費総額の20%を､各学区の前年度事業実,績Eil数で案分し､ ｢学

びあう｣ ｢ふれあう｣ ｢支えあう｣活動を円滑に推進するための助成として実施し

ましたo

◇23学区　総額:2, 245, 496円

③学区社協活動　実紙助成の実施(財源:共同募金･賛助会費)

共同募金配分金を財源に､特定のふれあう活動や支えあう活動が円滑に運営さ

れるよう実施回数や利用者数等を換算し､より実績に近い助成として実施しまし

た｡

また､賛助会費を財源に､敬老行事に対する助成として一律30, 000円の

助成を行いました｡

◇23学区　総額:5, 010. 000円

④健康すこやか学級事業助成の実施(財源:市社協委託金)

学区社協が自立認定者等に対する介護予防事業として実施する｢健康すこやか

学級事業｣を円滑に推進するための助成として実施しました｡

◇23学区　総額:2, 530, 000円

(9モデル事業(学区域実施計画､精神保健懇教会､子育て支援)助成の実施

(財源:共同募金)

ア)学区実施計画
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今年度は､新たに地域福祉活動計画の策定に毒手した学区社協はありませんで
した｡

イ)精神保健憩散会

3年度は､精神保健に関する懇談会を開催した学区社協はありませんでした｡

ウ)子育て支援モデル

<朱一学区社協>

夏休み期間のちびっこプール開催に伴う水道代の一部助成: 20, 000円

⑥広域小学校区における高齢者と児童の交流活動への助成(財源:共同募金)

御所南小学校区の9学区社協〔当番学区:城巽〕　77, 900円

高倉小学校区の7学区社協〔当番学区:本能〕　　57, 600円

4.地域福祉権利擁護事業(福祉サービス利用援助事業)の実施

(1)利用者への日常的対応

①専門且による日常的支援および相故対応

月別相談･支援対応件数

4 迭�6 途�8 湯�10 免ﾂ�12 ���2 �2�計 

月 佇��月 仂r�局 仂r�月 佇��月 佇��局 仂r�

認知症 高齢者 �#R�24 �#R�18 �#��22 �#R�40 �3"�23 �#r�19 �3���

知的 障害者 ��R�1 唐�5 釘�7 迭�7 �2�25 免ﾂ�9 �����

精神 障害者 唐�10 ��R�26 �#R�19 �#��18 ��b�9 ��r�16 ��湯�

その他 ���0 ���0 ���2 ���3 �"�･2 ���5 ��b�

計 鼎��35 鼎��49 鉄r�50 鉄��68 鉄2�59 鉄b�49 田#2�

②新規利用者の開拓と契約締結､待機者の計画的管理
契約件数: 35件(3月末時点)

<新規契約1 0件､解約8件､ 3月末の待機件数7件>

利用者区分

(2)生活支援点の確保と育成

(か生活支援点の登録拡充に向けた周知･啓発

学区社協会長会議での周知依頼や町内単位でのチラシ回覧･ポスター掲示､区

民新聞への寄稿等により､ 1 1名の新規登録(支援員登録合計33名)がありま

した｡

■生活支援員説明会の開催

開催日･会場 内　　　　　　　　容

第1回

平成22年9月15日(水)

中京区杜協ボランティアビューロ

I.地域福祉権利擁護事業の説明とそれを

支える生活支援員の活動について
2.参加者からの質疑応答

3.生活支援員の登録
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第2回 ���&闔iY�8ﾊ�y益佩ﾈ馼ｼh,ﾉ��k�,h+ｸ.ｨ/��5名 

平成22年10月6日(水) 倡�*h.��hｨ育�x醜,ﾈｨ�:�,�,(*(,B�

中京区杜協ボランティアビユーロ �"韃����(*�.x,ﾈ�ｵ陌�9｢�(内4名登録) 
3.生活支援員の登録 

②生活支援点に対する育成･研修会の実施
■生活支援員おしゃべり会の開催(活動中の生活支援員を対象に実施)

開催日.会場 �>�vR�参加 者数 

第1回 ���7�6ｨｧx�檄)������･��(,���+x.凉ﾘ��,h���10名 

平成22年8.月6日(金) �,ﾃ��ﾔ�茲�

中京区社協ボランティアビユーロ 俎X蹐ｨｹ�78�9(iYI������･��)&闔i�hｨ育�x5｢�
ンタ-｢なごやかサロン｣施設長 

藤井弘氏 
2.みんなでざっくばらんに｢おしゃべり｣ 

3.専門員から連絡事項 

第2回 ���7�6ｨｧx�檄)�hｨ云ｸﾎﾉ�y7�,�,(*(,J2�10名 

平成23年3月14日(月) 俎X蹐ｩ(i�)Y�8駟k��]ｸﾎﾉ�h耳ﾅy+r�

中京区杜協会議室1 侈仂ｩuH�����
2.みんなでざっくばらんに｢おしゃべり｣ 

3.専門員から連絡事項 

③生活支援且への日常的支援･サポート

生活支援員のみで解決できないケースや困難なケースについては､専門員が必

要に応じて同行する等､ E]常的に生活支援員の活動をサポートしましたo

(3)関係機関等との連携強化

①実施社協(京都市社協)との連絡調整

利用者の権利が十分に擁護されるよう､日常的に京都市社協と連携を図り､適

切な事業運営に努めました｡

②関係機関等との連携･調整

福祉事務所､地域包括支援センター､保健所､居宅介護支援事業所をはじめと

する福祉関係機関や民生委員･老人福祉員と､利用者支援に関する日々の連絡相

談やカンファレンスの実施など､個別ケースを通じて連携を深めました｡

5.区ボランティアセンター事業

(1)ネットワーキング事業

(彰ボランティセンター運営重点会の開催(前述)

【構成メンバー】学区社協(2名)､ボランティア(2名)､当事者(2名)､

施設(4名)､メディア(2名)､企業(1名)､学校(4)､

オブザーバー(1名)

②区ボランティア･市民活動グル-プ連絡協議会(中京.ゆい)の運営支援

隔月開催の定例会を中心に､ボランティアグループ等が互いの活動状況や運営

方法に関する情報を交換しながら､共通する課題に対する取り組みの検討を行い

ました｡
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また中京区区民ふれあいまつり､堀川桜まつり等で広報啓発活動を行いました｡

(2)情報の収集･啓発事業

(む区民向けボランティア情報紙の発行
･べんからこうし34号におけるボランティア入門講座､青少年の福祉体験事業

の周知o
･中京区ボランティア･市民活動連絡協議会｢中京･ゆい｣啓発リーフレットの配布｡

･ボランティア入門講座の募集チラシの回覧､ポスター掲示(学区社協の協力に

よる)

②区社協ホームページを活用した情報提供

今年度は区社協ホームページの改修作業に取り組んだため､ホームページを活

用した情報提供を行えませんでした｡

(3)人材育成･活動参画促進事業

(》介護ボランティア養成講座の実施

社会的に支援の必要な人々の生活について理解を深め､地域くるみで支えてい
こうとする区民意識を高めるとともに､区内で介護を必要とする方に対するボラ
ンティア活動を担う新たな人材の養成を目的として開催しましたo
また､受講者がボランティア活動につながるよう､ボランティアグループや施

設でのボランティア体験をカリキュラムの中に組み込みました｡
◇受講生　6名

日程 �>�vR�講師 

第1回 ����ﾈﾋ��ｨﾘ)~竟(ｵｸ騫�ﾈﾋ��介護実習普及センター 
平成22年10月5日(火) �(*吋隸�.�,ﾈ�8ｻX/��ﾈﾋ�+X.h*J2�山田久美子氏 

【講義】高齢者-の理解 仍�78����XｧyO��ﾘｼ鞅X蹌�
｢お年寄りの心や生活を理解しよう｣ 倅��-8+ﾘ,韋��

第2回 ��們�ｵｨ�ｨ櫁ﾎﾈｵｨ��/��ﾈﾋ�+X.h*B�介護実習普及センター 
平成22年10月12日(火) 宙碑笹}�(Y$X,ﾈ櫁ﾎﾂ亥������8,X,ﾉ�ﾈ犬��山田久美子氏 

姿勢交換③移乗の介助④車イスの使い 仍�78�{��ｹ�XｧyO��ﾘｼ鞅X蹌�
方 倅��-8+ﾘ,韋��

第3回 ���7ｸ8�986X4(4�,�,(*(,Hｧx-�-ﾈ+X.X*H�｢�中京社協沖永 
平成22年10月19日(火) ���7ｸ8�986X4(4�4�8ｸ�ｸ7b餾�8郢�ﾘ,ﾂ� 

活動紹介】 仍�79�hｺiY�85H7ﾈ�ｸ5��ｲ�

【ボランティア体験 ���-ﾘ.�+X.�-8.ｨ.���【体験先】 

期間】 �7ｸ8�986X4(4��ﾈﾋ�ｯｨｭH�｢� 
10月20日～ � 

11月1日 刮ﾔみづきの会 

第4回 ��侏ｹo�櫁ﾎﾈ�(.)�iG�7ｸ8�986X4(4�,乂x-H�｢�中京区介護家族の会 
平成22年11月2日(吹) ���7ｸ8�986X4(4��ﾈﾋ�,ﾉ_�ﾙ�,hﾏ�zﾈ檍�｢�中京社協沖永 

②手話教室　r手話と親しもう!手話入門講座｣の実施
｢京都市聴覚障害者協会中京支部｣､ ｢京都市手話学習会みみずく中京支部｣の

協力を得て､聴覚に障害のある方々の暮らしや生活用具についての説明､手話の

学習､身振りや手話を使ったゲームなどによって､聴覚障害に対する正しい理解

や新たな支援の担い手を発掘することをEj的として開催しました｡

◇受講生　昼の部10名　夜の部12名
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昼の部

日程 �>�vR�

第1回 平成22年11月13日(土) 俎X�)*隕��x*ｨ*(�(,ﾈ*ﾘ.x+Z2�
実技｢身振り､表情､指さし｣ 
｢あいさつ｣｢自己紹介｣ 

第2回 們�ｵｪ)�JH彿��H覃駛2�

平成22年11月20日(十) �5��ｸ8�)�y�X.�/�諄,�,IUﾈﾋｸ+X.h*J2�

第3回 們�ｵｪ(¬j�HﾔH*ｸ,���-yZ�2�

平成22年11月27日(土) �5��ｸ8�)H8*)Z�5��ｸ8�2�

日程 �>�vR�

第1回 平成22年11月10日(水) 俎X�)*隕��x*ｨ*(�(,ﾈ*ﾘ.x+Z2�
実技｢身振り､表情､指さし｣ 
｢あいさつ｣｢自己紹介｣ 

第2回 們�ｵｪ)�JH彿��H覃駛2�

平成22年11月17日(水) �5��ｸ8�)�y�X.�/�諄,�,IUﾈﾋｸ+X.h*J2�

第3回 們�ｵｪ(¬j�HﾔH*ｸ,���-yZ�2�

平成22年11月24日(水) �5��ｸ8�)H8*)Z�5��ｸ8�2�

③点字入門講座｢～視覚陣がいの方への支援を学ぶ-｣の実施
｢京都府視覚障害者協会中京支部｣､ ｢中京区視覚障害者支援グループ　ら<｣の

協力を得て､視覚に障がいのある方々を支えるボランティアの養成を目的として
開催しましたo

点字の技能習得にとどまらず､視覚に障かいのある万々の生活を正しく理解し､
菖訳や手引きによる外出など､日常生活の支援方法についてもプログラムに取り
入れ､ノーマライゼーションの理念の啓発を促すものとなりました｡
◇受講生　7名

日程 �>�vR�

第1回 平成23年2月3日(木) �5�ｨ/���*(,H-ﾘ.h*B�5�ｨ,ﾈ��*ｹUﾈ+Y_ｲ�

第2回 平成23年2月10日(木) 兌h�/���*(,H-ﾘ.h*B陂做ｲ�7�5ﾈ5(995�2�

第3回 平成23年2月17日(A) 俎X��.�雕ｦ��ﾈﾋ�陋冩8ﾗXﾜ��

第4回 平成23年2月24日(木) 丶���y�ﾈﾋ�靠�zﾈ橙�

④要約筆記入門講座の実施
｢NPO法人　京都市中遠矢聴･難聴者協会　中京支部｣､ ｢京都市要約筆記サー

クルかたつむり｣の協力を得て､要約筆記の基礎学習を通じて中途失聴･難聴者
への支援の方法を学び､区内で支援を必要とする方々に対するボランティア活動

を担う新たな人材の発掘を目的として開催しました｡
◇受講生　7名
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日程 �>�vR�

第1回 ����ﾈﾋ�JﾙUﾈ�ｪ)>�*竟(,ﾉ�ﾈﾋ�JﾙUﾊ8ﾞ(ﾋ9�8�����

平成23年3月3日(木) ��俎Xｶ��ｪ)wio�Tﾘｴﾈ,(,H,�*�,�9O)�ｸ��Oﾈ���

【実技①】｢読みやすく書こう｣山田洋子氏 

第2回 ���7(6h4乂x��ｪ(.�,(,h5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x9:2�

平成23年3月10R(木) ���*�*�*�*(�ｪ)[x+�*h��*(,iJﾘ尨,ﾈ��*(,�,(*(,H���

山岡芳子氏.卜野久代氏 

【実技(診】｢速く書く工夫｣伊藤町子氏 

第3回 ��們�ｵ｢闇H�ｪ(6ﾘ�ｸ6x6X484�8圸69z)Oﾈ���

平成23年3月12日(土) ����ﾈﾋ�JﾙUﾈ�ｪ(7ｸ8�986X4(4��ﾈﾋ�JﾙUﾊ9��69�郁��

【紹介】｢次につなげよう｣良材美代子氏 

【交流】｢交流しよう｣ 

⑤青少年の福祉体政事薫　くユースアクション)の実施

中高生が夏休み期間中に社会福祉施設でボランティア体験を行うことで､多様
な視点を獲得するとともに､自発的な思いを継続的なボランティア活動や地域活
動に繋げ､青少年と地域社会との関わりを促進することを目的に実施しました｡
今年度は､延べ73名(実人数68名)の青少年が､区内23の福祉施設で体
験を行いました｡

□事前研修

開催日･会場

平成22年7月30日(金)

中京区地域福祉センター
体験前の注意事項
各分野の概要説明､目標設定

ロ施設体験

/児童分野 ��粛鴨雷分野 ��

施設名 ��ﾉ�B�施設名 ��ﾉ�B�

円町まぶね隣保園 迭�御地老人デイサ⊥ビスセンター 迭�

カトリック聖母保育園 迭�介護老人保健施設西の京 釘�

朱-保育所 �"�京都市本能老人デイサービスセンター 迭�

朱七保育所 �"�高齢者ミニデイサービス 湯�

じゆらく児童館 釘�生活支援センター姉小路 �2�
/a 野 ･別 *～ 仗乂兢ｸ支��3 �6h485H�ｸ7(5�5ｨ985��ｸ.(+x.x*ﾂ�3 

朱雀乳児保育所 釘�なごやかサロン ���

月かげ保育園 �"� ��

I 棟 数 �:��8髯;hｭ��2 �� 

壬生保育所 迭� ��

の ����h髯;hｭ��1 �� 
.肉 /釈 /a/ A: 凅ﾉ(h髯;hｭ��1 �� 

洛西保育園 �"� ��

六満保育園 �"� ��

.欺 俘xﾇb�40 俘xﾇb�30 

:/薄れ増分好 ��唐糠新稚6)分弥 ��

施設名 ��ﾉ�B�施設名 ��ﾉ�B�

西大路工房 �"�中京青少年活動センター ���

合計 �"�合計 ���

総合計 都2�
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□事後交流会

開催日･会場

平成22年8月20日(金)

中京区地域福祉センター
体験した成果をみんなでわけあう
体験の振り返り(体験発表)

体験前後の考えカの変化を考える
アンケート(まとめ)

⑥小中学校における福祉教育推進事業｢地域における福祉教育･ボランティア学

習普及事業｣の実施【新規】

区内小中学校で取り組まれる福祉教育(総合的な学習の時間等)関連事業に､

当事者や関係機関･団体が参画し､子どもたちの当事者理解を深めたり､興味関

心を持つ機会を提供する事業を推進しました｡

本年度は小学校3校､中学校5校で実施し､地域の高齢者や陣がいのある当事

者を授業に招き､講話や交流･体験を進める等の様々な取り組みを行いました｡

◇各校の具体的な取組み

学校名 們�邵馼ｼikﾂ�実施日 

高倉小学校 �+�+�.ｸ,X,(,�+(*Hﾘ)��,ﾈ-ﾈ+��22年5月～23年3月 

御所南小学校 ���*�+h*(+�.�/�*�,�*�+�.�/��X+x*ｲ�1.22年6月 

2.｢広げようあたたかい心｣ �"�#9D�(ﾈ��

3.｢ともに生きる｣ �2�#)D���ﾈ����(ﾈ��

4.心をつなぐ 釘�#9D�(ﾈ��

朱雀第二小学校 �*(,�+X.X,��h*ｸ.h*H.(+8+X*)*ﾂ���雕ｦ�,��x*ｨ*(,ﾈ*�.��ﾈ,ﾈ+�,h/�&ﾘ.ｸ*H���23年3月3日 

御池中学校 ��靜I&�7ｸ8�986X4(4�5ｨ985��ｲ�1.22年4月～23年3月 

2.敬老プレゼント �"�#)D緝ﾈ���佇��

3.心をつなぐボランティア �2�#)D綛ﾈ�����ﾈ��

中京中学校 佝怨h,ﾈ,(,x*"�22年9月15日 

西ノ京中学校 倆H*(+x6�5�5�6(6x,ﾈﾗX�,i�ﾈﾋ��22年12月3日 

松原中学校 �,h.�,��h*ｸ.��23年1月21日 

朱雀中学校 ��ﾈﾊ�ｻ8支��6�8ｨ4�7H8ｨ�ｸ,ﾈ��檍,�,"�*(,Hﾖﾈ*h.����23年1月21日 

(4)相談･コーディネート事業

(かボランティア活動に関する相談･コーディネート

◇ボランティア関連の相談件数　40件

◇ボランティア活動への斡旋件数33件(>したい･求める)

② ｢知恵シルバーセンター｣の活用促進

京都市長寿すこやかセンターが事務局を担う知恵シルバーセンター事業の相談

受付窓口として､ 8件の相談を受け登録団体との調整を行いました｡

(5)活動振興援助事業

①会誰圭(中京区地域福祉センター)や各種機材の貸出

◇会議室:延494件

◇印刷機:延966件

◇その他: 1 33件(車椅子､ビデオラけ汁､液晶7DDy工朴､点字器､ PluP､車両､スクリつ等)
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②民間助成の周知および推薦
｢中京･ゆい｣定例会の席上､郵送にて周知･配布｡また､該当する会員団体

に対し郵送にて周知を行った｡

<推薦事務>

推薦件数: 2件

決定件数: 1件

(卦福祉の保険(ボランティア保険.行事保険等)の紹介.取次ぎ

【軒ランティア保険】 53件(加入者数は652名)

【福祉行事保険】 20件(加入者数は1,687名)

(6)災害対策のための環境整備事業

①区災害ボランティアセンターの環境整備及び啓発

中京区総合防災訓練(12月5E])に参画し､被災後に立ち上がる中京区災害

ボランティアセンターの周知を行うとともに､訓練に参加した4学区の皆さんと

ともに､避難所で要配慮者も含めてできる体操を行いました｡

(診地域における''災害時事配慮者支援"推進事業

ア)災害時事配慮者支援に係わる研修会の実施【新規】
｢学区社協リーダー交流研修会｣において､災害時要援護者に対する支援活

動の充実に向けて研鍔を行いました｡ (内容は前述)

イ)小学校向けプログラムの実施【新規】

災害時の非常食として販売されている｢缶入りパン｣の工夫を知ることで､

災害時の要配慮者に対する理解を深めること等を目的に､区内の作業所(缶入

りパン製造センター)職員や当事者とともに小学校向けプログラムを企画･実

施しました｡

当日は､作業所で働く当事者の万々が講師役になることで､自然な交流から

知的障害者に対する理解を深めることができ､地域にある福祉施設と学校との

つながりづくりも進みました｡

◆開催日　　平成22年9月10日(金) 10時30分～12時

◆対　象　　朱一小学校6年生(107名)

◆内　容　　･｢缶入りパン｣ラベルの制作.貼り付け
･作業所で働く当事者の方々との交流

(7)東日本大震災に対する支援活動の実施

①義援金の受付窓口設置
京都市社協との連携により､事務局内に義援金の受付窓口を設置するとともに､

会員因体に対し義援金への協力を呼びかけました｡

(3月末日時点: 102,404円の預かり)

②支援情報の収集と発信
被災地支援に関する情報を収集し､地域福祉センター入口に掲出するとともに､
会員団体にも情報発信の協力を呼びかけました｡
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6.個別相談事業

(1)福祉総合相談事業の実施

(か福祉や暮らしに関わる日常的な相談への対応

本年度の区社協に直接寄せられた生活に関わる新規相談の合計は1 46件でし

たo　主な相談の内容は､福祉制度やサービスに関する総合的な福祉相談から､ボ

ランティアのコーディネートに関する相談や車椅子等の資機材の貸出依頼まで多

岐にわたりました｡

②苦情に対する対応
本年度の苦情申し出件数は､ 2件でした｡

(申出内容)
･賛助会費の徴収方法に関する苦情o　<電話による申し出>

･べんからこうし特別号の内容に関する苦情<電話による申し出>

(2)生活福祉資金貸付事業の窓口業務

①貸付希望者への定期相談日の設置と面接対応

貸付までの相談･面接は､市社協から派遣される相談員(毎週火曜日)を中心

に対応しました｡

◆22年度実績:相談件数1 09件(延べ面接実数: 1 62回) /申請数32件

資金の種類 劔�ｩ&ｸﾈ��B�申請数 

福 祉 資 金 兀���2�N��生業 ��B�0 

技能習得 途�1 

住宅 湯�1 

福祉用具購入 ���1 

障害者自動車購入 ���0 

中国残留邦人年金追納 ���0 

療糞 途�1 

介護等 ���0 

災害援護 ���0 

冠婚葬祭 ���0 

転宅 免ﾂ�2 

支度 ���0 

一般福祉 ���0 

緊急小口資金 冤l �2�

教育 支援 資金 仆8支辷�N����r�12 

就学支度費 �16 免ﾂ�

不動産担保型生活資金 剴B�0 

その他 剴��0 

合計 剴����32 

②借受者の償還に対する対応
繰上償還や転宅等による手続き等､借受人や担当民生委員力＼らの申し出により､

償還に関する対応を行いました｡

◇平成22年度実績:延べ対応件数32件
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③生活福祉資金調査重点会の開催(前述)

7.地域福祉活動計画の推進

(1)中京区地域福祉活動計画<第二次プラン>の推進

①中京区地域福祉活動計画推進協議会の開催(前述)

②中京区地域福祉活動計画推進協議会作業重点会の開催
団体別実施計画の新規申請が無かったことから､作業委員会の開催に至りませ

んでしたo

③中京区社会福祉協議会　r行動発展計画｣の推進

今年度は『活動の担い手づくり｢学生の地域福祉活動への参加促進｣』の取り組

みとして､花園大学の地域福祉活動に関心のある学生と学区社協の協力を得て､

学生の持つエネルギーを地域福祉活動に活かす場を創出する活動を実施しました｡

◇活動内容:浴衣を着た大学生(写真部)が､地域でお年寄りらと交流し､

写真撮影会を行なう｡

◇協　　力:田の字地区活性化実行委員会(街着レンタル京裳庵)

◇活動日
至■舟′,冴粛損謹漬揖艶.. 冢ﾉjﾉtｷ���� ��

生祥 �8月5日(木) ��2�30-15 �3��写真撮影会など �9kﾂ�

竹間 �8月6日(金) ��2�00-16 ����創作活動など �)kﾂ�

教業 �8月8日(目) ��r�00′-21 ����夏まつり �9kﾂ�

梅屋 �8月11日(水) ����00-ll �3��いきいき筋トレ �)kﾂ�

8.共同募金事業への協力と配分金による助成事業

(1)共同募金運動の啓発と連携

(訂共同募金啓発活動への参画･連携(前述)

(2)配分金による助成事業の実施

23団体･組織　助成総額: 1. 200, 000円

①福祉団体事業.福祉活動助成の実施

[助成事業と因体]

助成事業名 �&9�ﾉkﾂ�

御所南子どもとお年寄りのふれあいデー 佩H�>ﾈﾕｨｾb�9iMCｩ;ｩ�xｧxｾh���檠Y�8ｺhｶ8橙��

高倉校区のお年寄りと子どものふれあい広場 俘)��ﾕｨｾb�9iMCｩk驂�xｾh��橙�Y�8ｺhｶ8橙��

福祉懇談会/地域ふれあい文化展/福祉のつと �(hｹ��y�ﾈ��･��)&9�ﾉ��ﾘx橙�
い/研修会 

京都市聴覚障害者協会中京支部サロン事業 們�.�,ﾈ橙�

ふれあい交流事業/秋の親睦会/ふれあい｢も 仍�78訷/�,(,�*闔y�ﾈ檠(hｹ韈浦B�
らつき大会｣/新春茶会 

母子と寡婦のふれあい事業/母子家庭の交流会 �(hｹ霎i^ｨ��忱WyY�8橙�
/会報発行 
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介護家族の会全体会及び介護者へのプレゼント �(hｹ霎h櫁ﾎﾈ彿��,ﾈ橙�
配布/会報発行 

花園大学との連携講座/保育に関する学習会の �(hｹ饐ｸ支ﾊHｸh橙�

開催 

中京区民生児童委員会総会事業 �(hｹ霎ij��h髯;h効醜橙�

温もりのある実践活動/スポーツのつとい �(hｹ霎i&闔h��ｹ��ﾘx橙�

親子のつどい 佻ﾈ��晳D饋);�効醜橙�

堀川子どものつとい 冏��ﾈ晳D饋);�効醜橙�

協働事業イベントでの啓発活動等 �(hｹ粨.H*"�

社会を明るくする運動 �(hｹ饐ｸﾎﾈ譏橙�

②地域福祉推進モデル助成の実施【新規】
[助成事業と団体]

助成事業名 �&9�ﾉkﾂ�

福祉イベント事業 仍�78�8詹�(ｧx�檍-ﾘ-ﾘ+�*ﾙ(hｹ��
フラウ-アレンジメントと手話コーラス 倡浦I(ｸ,ﾉYB�

福祉イベント事業 泌����ﾈ-8.ｨ*�*(-�*H-�(,x*B�

5周年記念事業落語会の開催 �+ﾂ"�

福祉イベント事業 �788X4�g&坊襭�

子育て講演会の開催 

福祉イベント事業 仍�78�9gｹEﾉ��ﾈ6h485H�ｸ7(5�5｢�
地域と福祉施設との協働事業 �985簫�

福祉イベント事業 �:��8髯;hｭ��

福祉イベント事業 仍�78ﾏXﾜｨ,ﾈ橙�
こころの健康等への理解を進めるイベント 

福祉啓発事業 �-ﾘ.(+����hﾞﾈｼh��

福祉啓発活動 仍�78�9|ﾘ�(+X,ﾉm逢x���

花園大学生との協働ジ∃イン卜カフェ 

福祉啓発事業 �,�-�,ﾈ橙�

施設案内パンフレットの作成 

(3)適切な運用や透明性確保に向けた取り組み

(か共同募金受配金助成蕃査季長会の開催(前述)

(塾はねっとシステムを通じた情報公開

適切な情報公開ができるよう､共同募金を財源とした助成金の報告書類を改善

し､透明性確保に向けた整理を行いました｡

9.福祉関係･当事者団体等-の支援

(1)助成事業の実施

①福祉団体事業･福祉活動助成の実施(前述)

(2)福祉関係当事者の活動支援

①当事者組織への活動支援
当事者組織には､会議室や備品の貸出などの支援を行うとともに､活動上の相

談に応じる他､関係機関との連携強化をすすめるための支援を行いました｡
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ア)中京区介護家族の会への支援

定例会の開催や作業時の会場提供･備品の貸し出し等の支援を行いました｡

イ)子育てサークル(親と子の育ち合いサークル　rSnileJ)への支援

活動の会場や偏.,ljqの貸し出し等の支援を行いました｡

ウ)京都市聴覚障害者協会中京支部への支援

毎月第2火曜日の生活支援事業(実りの会)の実施にあたって､活動会場や

車両の貸し出し等の支援を行いました｡

②関係団体の活動支援

ア) ｢障害者週間｣市民街頭啓発キャンペーンへの協力

中京区身体障害者団体連合会との連携により､障害者週間の街頭啓発活動を
実施しましたo

◆実施日　平成22年1 1月27日(土)午前10時～1 1時

◆場　所　四条大宮周辺

◆参加者　区社協正副会長､近隣学区(乾･朱一･朱≡)の社協役員並びに

区身体障害者団体連合会役員　約30名

イ)全国車いす駅伝競走への協力

全国車いす駅伝競走の中継地点の湯茶接待ボランティアの確保と調整を行い

ました｡

◆開催日　平成23年2月20日(日)

◆中継地点　西大路御池西北側(西京高等学校前)等

◆ボランティア数　朱四学区より4名

り) ｢ふれあいサロン円町｣への運営協力

心の病気や障害を持っている方の社会参加促進や集う場所として開設されて

いる｢ふれあいサロン円町｣の運営委員として運営委員会に参画しました｡
エ)バーチェの広場への援助

毎月第1月曜日の広場の実施に当たって､会場を貸し出す他､保護者が専門

機関への相談を行いやすいように支援を行いました｡

10.広報･情報発信

(1)広報.情報発信事業の実施

(》区社協ホームページの運用

学区社協活動の情報発信や区社協からのお知らせを簡易に更新できるよう改

修作業を行うとともに､内容の充実に努めました｡

②広報紙｢べんがらごうし｣の発行

◆34号(平成22年6月発行)

【発行部数】 42. 000部(全世帯配布)

【内　　容】 ･中京区地域福祉活動計画｢第2次プラン推進中｣ (要援護住民の

情報把握に関する取組､福祉学習･啓発機会の充実にむけた取組)
･中京区ボランティアセンター事業の周知等

◆特別号(平成23年1月発行)

【発行部数】 40, 500部(全世帯配布)

【内　　容】 ･賛助会員への協力依頼､実績報告
･中京区社協の主な取り組み紹介等
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③市区社協共同広報紙の発行
◆平成22年1 0月発行

【発行部数】 46, 000部(全世帯配布)

【内　　容】 ･健康すこやか学級事業について
･中京区ボランティアセンター事業の周知等

④区民しんぶんへの寄稿(5回)

9月1 5日号　地域福祉権利擁護事業｢生活支援員募集｣の募集

中京区｢介護ボランティア養成講座｣の案内

10月15日号　中京区｢手話教室｣の案内

1 1月1 5日号　｢中京区福祉のまらづくりを考える区民集会｣の案内

1月15日号　中京区｢点字入門講座｣の案内

2月1 5日号　中京区｢要約筆記入門講座｣の案内

⑤ ｢地域連携ニュース(洛和会丸太町病院発行) ｣への寄稿

8月号　地域福祉権利擁護事業｢生活支援員募集｣の募集

9月号　中京区｢介護ボランティア養成講座｣の案内

1月号　中京区｢点字入門講座｣の案内

1 1.関係機関･団体等とのネットワ-ク活動

(1)地域福祉に関するネットワーク

①中京区地域福祉推進委見会との連携･協力

中京区地域福祉推進委員会と協働して作成した福祉総合マップ【高齢･子育て･

障害(知的･身体･精神)】の情報更新を適宜行い､必要な区民に配布しました

②中京区地域の安心安全ネットワーク形成支援事業への協力

第8匝l情報交換会(平成23年2月8日)に参画し､当日の運営補助を行いま

した｡

(2)高齢者支援に関するネットワーク

①中京区地域包括支援センター運営協議会への参画

区内の地域包括支援センターの適正運営や課題について協議を行う運営協議会

に参画するとともに､毎月1匡l定期的に開催される運営会議に参加し､情報交換

や関係機関職員との日常的な関係つくりに務めました｡

②地域ケア会議への参画

御池包括圏域会議(平成23年3月25日)に参画し､当E]の運営補助を行い

ました｡

(3)障害者支援に関するネットワーク

①こころ･愛.ふれあいネットワーク(精神保健)への参画

精神保健について区民の理解と認識を深める活動に取り組む｢中京精神保健ネ

ットワーク｣に参画し､毎月1回定期的に開催される実務者会議に参加するとと

もに､情報交換や関係機関職員との日常的な関係づくり､全体会議や地域懇談会

などの事業の企画運営を行うことで､活動の振興をはかりました｡
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(4)子育て･児童･青少年支援に関するネットワーク

(訂中京区子育て支援ネットワークへの参画(事務局)

中京区子育て支援ネットワークに参画し､子ども支援センターとの協働で｢中

京区子育て支援ネットワーク会議｣の事務局運営を担いました｡

ネットワーク会議では､区内1 4か所で実施されているきっずばぁくに関する

ことや､中京区の子育てに関する現状と課題の共有を行いました｡

また､中京区子育て支援ネットワークが主催する｢プログラム型きっずばぁく｣

や｢子育て支援者交流･研修会｣の企画･運営を行いました｡

◇ネットワーク会議の開催(毎月1匝l)

【日　時】平成22年4月1 3日､ 5月11日､ 6月8田､ 7月13日､

8月10日､ 9月14田､ 10月1日､ 1 1月9日､ 12月14日､

平成23年1月11日､ 2月8白､ 3月8日

【内　容】きっずばあく関連の取組み報告､子育て支援者交流･研修会の企画

調整､情報交換など

◇プログラム型｢きっずばぁく｣の開催(中京区子育て支援ネットワーク協働事業)

※ ｢きっずばぁくln明倫｣

【目　時】毎月第2火曜日　午前10時～1 1時30分(7･ 1月を除く)

【会　場】元明倫幼稚園

【協　力】明倫学区社会福祉協議会.明倫学区民生児童委員会

※ ｢きっずばぁく1n初音｣

【田　時】平成23年1月1 1田　午前10時′-1 1時30分

【会　場】初音学区自治連合会

【協　力】初音学区社会福祉協議会,初音学区民生児童委員会

(参加した子どもの数)

局 滴ﾈ��5月 塗ﾈ��7月 嶋ﾈ��9月 ���ﾈ��11月 ��(ﾈ��1月 �(ﾈ��3月 佗b�

場所 冖驂��明倫 冖驂��/ 冖驂��明倫 冖驂��明倫 冖驂��初音 冖驂��明倫 免ﾂ�

人や ����20 ����/ ����31 ����27 ��b�9 �#2�19 �#���

②子育て支援に関わるネットワークへの参画

区内の子育て支援に関わる関係機関が集会し､児童問題の把握や情報交換を目

的に開催される｢中京区子育て支援連絡会議｣や､区内で地域子育て支援ステー

ションに指定されている保育所や児童館等の関係施設･機関が集う｢子育て支援

ステーション会議｣に参画し､関係機関･施設職員等との関係づくりや活動交流

に務めました｡

また､ 6月30日(水)には､子育て支援ネットワークと地域子育て支援ステー

ション協働事業｢中京ぴよぴよ広場｣をパトナにて開催し､ 83組の親子の参加

がありました｡

(卦中京区地域子育て支援ステーション会議への参画

中京区子育て支援ネットワークとの合同事業(中京ぴよぴよ広場)開催にあた

り､地域子育て支援ステーション会議に参画し､共有するとともに実施に向けた

調整等を行いました｡
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④思春期の子どもたちを支える実務者ネットワークへの参画(事務局)

中京青少年活動センターとの協働で｢思春期の子どもたちを支援する機関の情

報交換会｣の事務局運営を担い､区内で思春期年代の子ともたちを支援する機関

や団体の実務者か情報交換できる場を設定･運営しました｡

ア)思春期の子どもたちを支える実務者ネットワークの開催

【日時】平成22年4月23日､ 6月4日､ 9月16日､ 11月4日､

平成23年1月13日(計5回)

【内容】セミナー開催に向けた企画･調整､機関の情報交換等

イ)思春期の子どもと向き合うセミナーの開催

思春期年代の子どもを持つ保護者や関係者を対象にセミナーを開催しました｡

◆開催E] (第1EiI)平成22年10月8E] (金) 14時-16時

(第2匝l)平成22年10月14日(木) 14時～16時

◆会　場　中京青Ji7年活動センター

◆内　容(第1匝l)思春期への理解｢イマドキのレンアイ事情｣

(第2匝l)思春期への関わり｢心の壁がなくなる聞き方､思いが

届く話し方｣

◆参加者数(第1回) 25名

(第2回) 22名

(5)その他福祉に関連するネットワーク

(》区民ふれあい事業実行委鼻会への参画

ア)中京区民ふれあいまつり2010への協力

区内の障害者施設やボランティアグループ､当事者グループの協力を得て､

施設機関の作品を展示･即売するとともに､高齢者･障害者問題について区民
への理解促進をはかりました｡

1 2.区民への直接サービス事業の実施

(1)高齢者ミニデイサービス事業の実施

①虚弱高齢者等の介護予防を目的としたサロン事業の実施

平成8年1 0月より実施している高齢者ミニデイサービス事業も15年目とな

りました｡企画･運営面では､ボランティアの方々の協力により区社協の在宅福

祉サービス事業の柱として実施していますが､利用者数は昨年度から微減(年間

延べ2名減)しました｡

本サービスは､介護予防を重視する現状において､高齢者を支える社会資源の

ひとつとして重要や役割を担っていますが､今後の事業運営について考察を深め

る必要が出てきています｡

ア)利用状況並びにボランティア活動状況
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5月 免ﾂ�13 都��91 唐�2�76 �#B�100 湯���

6月 ��2�13 �����122 湯紕�88 �#"�110 唐絣�

7月 免ﾂ�13 涛b�109 湯纈�75 �#��95 唐綯�

8月 免ﾂ�12 涛B�106 湯綯�76 ����94 唐絣�

9月 ��"�12 涛b�108 湯���78 �#��99 唐�2�

10月 ��"�17 涛2�110 湯�"�78 �#"�100 唐�2�

11月 ��"�14 塔��102 唐絣�88 �#��108 湯���

12月 免ﾂ�13 塔b�99 湯���82 ����93 湯�2�

1月 唐�10 鉄��68 唐絣�60 ��B�87 湯縒�

2月 免ﾂ�10 都b�86 途繧�84 ����103 唐綯�

3月 ��"�ll 塔��100 唐�2�81 �#��114 唐繧�

合計 ��#R�158 ���s��1229 ����950 �#CB�1194 ����

1日平均人員 �1.2 唐綯�＼ 湯繧�6.9 ��繧�＼ 唐縒�

※利用登録者の平均年齢は83. 4歳

イ)季節行事の実施

4月215･7日:お花見&昼食会(ふれあい会能)

8月2･4･6日:夏まつり

10月4･6･8日:ミニ運動会

1 1月17･26･29日:紅葉狩り&昼食会(しょうさん)

1 2月20･22･24田:クリスマス会

1月26･28･31日:新春お茶会

2月21 ･23･25日:おやつ作り(もなか)

※その他､ 6月9日:キーボード演奏会･6月18日:大正の琴演奏

7月14E] :フラダンスの披露･8月30日二南京玉簾の披露

11月10日:日本民謡の披罵

り)親睦交流会の開催

◇お花見&昼食会
日程:4月2日(金)･5日(月)･7日(水)

会場:ふれあい会館(京都市洛西ふれあいの里保養研修センター)

参加者:57名

◇夏祭り

日程:8月2日(月)･4日(水)･6日(金)

会場:中京区地域福祉センター内　2F

内容:金魚すくい･スーパーボールすくい.ヨーヨー釣り･

クリームソーダ･たこせんべい･わらび餅

参加者:68名

◇紅葉狩り&昼食会

日程: 1 1月17日(水)･26日(金)･29日(月)

会場:しょうざん(楼蘭)

参加者:55名

②協力ボランティアグループ｢花みづきの会｣の育成･支援

(会議の開催)
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◇総　会平成22年4月22日(木)

平成21年度事業報告･平成22年度行事計画･新世話人

◇世至活人会議　　毎月第1火曜Ej午前中

前月の課題･当面の行事計画･ボランティアの活動内容について

(研修会の開催)

◇第1回　平成22年5月26日(水)

会場:京都府交通安全協会自動車練習所

内容:自動車運転技能研修(運転操作実技)

参加者:5名

◇第2回　平成22年6月24E]

会場:中京区社会福祉協議会　2F　　第一会議室

内容:管理栄養士による講演

参加者: 22名

◇第3回　平成22年10月12日(火)

会場:中京区社会福祉協議会　2F　　第一会議室

内容:AEDについての講習

参加者:22名

(2)ふれあいいきいきサロン事業の実施

①高齢者の生きがいと健康増進･孤立防止を目的としたサllン事業の実施

高齢者の生きがいと健康増進･孤立防止のために､ボランティアグループ｢い

きいき会｣が全面的に企画･運営を担って実施しています｡

毎月1 1日開催を基本に､中京区地域福祉センターを会場に開催しています0

<実施日､事業内容､利用状況並びにボランティア活動状況>
､弟施白 乂h�H��¥ﾂ����ﾉ?xｧb�御用者弊 唔�ﾘ98詹WB�,H*(+8*(ﾔｹgBｲ�

4月12日(刀) 佝Μ(扎ﾞx*ｸ+h+h**2�)�(*(�)jﾊ2�11名 土kﾂ�すこやか体操 

創作:モールでつくるくす玉 

4月22日(木) ��ﾘ橙� ��)kﾂ�

5月11日(月) 佝Μ(ｾ�ｹｸ,ﾈ-�.�,ｺ:)+xﾞ�,ﾈ��2�12名 ���kﾂ�すこやか体操 

創作:ちりめん金魚 

6月11日(金) �ﾃｪ(･�,ﾉ4ｪ:(*�.h+�+ﾘ*(.(*ｸ*ﾘ/�2�12名 等kﾂ�すこやか体操 

創作:ハス飾り 

7月12日(月) �ﾃｪ(廩,ﾙx�,ｪ:(ｵ��抦�:2�12才. 等kﾂ�すこやか体操 

創作:切り絵のうちわ 

9月13日(刀) 佝Μ(6x987ｸ,ﾈ-�*ｨ,ｺ:)tﾈｧ�*ﾈ,X岳*(-ﾈ+X.X*J2�9名 ���kﾂ�すこやか体操 

創作:トウガラシの根付け 

10月12日(火) 佝Μ(*H+8*ﾈ,h*�-�:)WiWx��2�14名 ���ﾔb��すこやか体操 

創作:めおと亀 

11月11日(木) �ﾃｪ(.�-ﾘ+j:(ｦ�m萎(,ﾈ徊2�14名 ��)kﾂ�すこやか体操 

創作:牛乳パックでつくるマフラー 
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12月13日(月) �ﾃｩ�IT�,ﾈ6x6�4ｨ42�5x984�8ｸ7�8ｲ�*ｸ.h+X+�,ﾉn��14名 ��)kﾂ�すこやか体操 

創作:幸福の亀.ケーキづくり 

1月11日(火) �ﾃｨ耳ﾈ闔ｩm｢�3cY^�,ﾈ7ﾘ�ｸ6��15名 ���kﾂ�すこやか体操 

創作:切り絵 

2月14日(月) �ﾃｪ(*(*)9(+�,�:(+ﾘ*ｸ懋2�12名 等kﾂ�すこやか体操 

創作:ミニチェア 

3月11日(金) �ﾃｪ(-�,�-ﾈ,(.�:(�-�,h.�2�13名 ���kﾂ�すこやか体操 

創作ニビーズでつくるミニ草履 

合計 �141名 ��#�kﾂ�

②協力ボランティアグループ｢いきいき会｣の育成･支援

◆総　　会　　4月22日(木)

･平成2 1年度活動報告並びに平成22年度活動計画について

･役員の選出について

◆企画会議　　毎月第4木曜日
･次月の計画について

(3)介護世帯等r=対する辛いす貸出事業の実施【新規】

区内の在宅高齢者や介護者の日常生活をサポートするため､介護用車いすの貸

出を行いました｡また､貸出の際に状況をお聞きし関係機関の情報を伝えるなど

の支援を行いました｡

◇賃出件数: 39件

◇利用理由:通院､外出､要介護認定申請中､旅行等･

(4)中京区地域福祉センターの運営

福祉関係団体やボランティアグループ等に対し､会議室等の貸し出しを行いま

した｡ (前述)
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